
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

  

 

二
〇
〇
七
年
の
幕
が
開
き
ま
し
た
。
新
し
い
年
を
迎
え
る
の
は
、
気
分
も
さ
わ
や
か
で
「
今
年
こ
そ
」

と
い
う
元
気
が
自
然
と
湧
き
上
が
っ
て
き
ま
す
。
元
旦
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
各
地
で
初
日
の
出
が
見
ら
れ
、

神
社
に
は
約
一
億
人
が
参
拝
し
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
み
ん
な
の
「
願
い
」
が
叶
う
平
和
な
良
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

わ
が
国
の
高
齢
化
は
、
世
界
に
例
を
み
な
い
程
急
速
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
本
格
的
な
高
齢

化
社
会
を
迎
え
た
今
、
介
護
保
険
制
度
も
改
正
さ
れ
、
新
し
く
登
場
し
た
介
護
予
防
・
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
、
耳
新
し
い
言
葉
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
中
で
も
「
介
護
予
防
」
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
に
は
、
一
次
（
発
症
）
予
防
、

二
次
（
早
期
発
見
・
早
期
治
療
）
予
防
、
三
次
（
機
能
維
持
）
予
防
が
あ
り
ま
す
。 

認
知
症
は
傷
病
名
で
あ
り
、
原
因
疾
患
は
い
ろ
い
ろ
で
す
。
従
っ
て
「
疾
患
」
に
よ
り
予
防
が
異
な
り
ま

す
。
代
表
的
な
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
症
」
は
、
原
因
不
明
の
進
行
性
の
脳
の
変
性
疾
患
で
す
。 

記
憶
や
言
語
等
の
認
知
機
能
の
障
害
と
、
妄
想
や
徘
徊
・
攻
撃
性
等
の
症
候
を
示
し
ま
す
。
一
次
予
防
は 

現
時
点
で
は
不
可
能
で
す
が
、
二
次
、
三
次
予
防
で
や
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
家
族
や
介
護

者
の
負
担
を
軽
減
し
、
本
人
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
も
あ
る
程
度
は
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

二
次
、
三
次
予
防
の
基
本
は
、
「
生
活
療
法
」
で
す
。
認
知
症
の
生
活
療
法
と
は
、
「
日
常
生
活
に
お
け

る
通
常
の
生
活
に
よ
り
、
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
。
初
期
の
段
階
で
は
、
生
活
や
ケ
ア
そ
の
も
の
が
「
生
活
療
法
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

日
常
生
活
動
作
や
そ
の
関
連
動
作
を
実
行
し
、
維
持
・
訓
練
を
す
る
こ
と
が
生
活
療
法
そ
の
も
の
で
す
。

と
に
か
く
、
普
通
の
日
常
生
活
の
行
為
の
継
続
が
重
要
で
す
。 

ト
イ
レ
で
の
「
排
泄
」
も
生
活
療
法
の
一
つ
で
、
例
え
ば
オ
ム
ツ
を
は
ず
す
こ
と
で
、
行
動
範
囲
も
拡
大 

し
、
何
よ
り
本
人
の
気
持
ち
が
「
生
き
る
こ
と
」
に
前
向
き
に
な
り
ま
す
。 

 
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

本
年
は
、
戦
後
六
十
年
と
い
う
、
一
時
期
を
名
実
と
も
に
生
ま
れ
育
っ
た
団
塊
の
世
代
が
、

定
年
（
還
暦
）
を
迎
え
る
と
い
う
意
味
深
い
年
に
当
た
り
ま
す
。 

 

そ
の
間
、
わ
が
国
は
、
経
済
的
に
も
体
力
的
に
も
飛
躍
的
に
発
展
し
、
先
進
国
の
ト
ッ
プ

グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。 

 

特
に
、
平
均
寿
命
に
於
い
て
は
八
十
歳
代
と
、
終
戦
直
後
の
五
十
歳
代
に
比
べ
れ
ば
著
し

く
延
び
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

地
球
が
誕
生
し
て
四
十
六
億
年
、
生
物
が
海
で
生
ま
れ
て
四
十
億
年
と
い
う
長
い
歴
史
の

中
で
、
ヒ
ト
の
一
生
は
瞬
時
の
出
来
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
生
物
が
、
子
を
産
み

育
て
る
時
期
が
過
ぎ
る
と
寿
命
が
尽
き
て
し
ま
う
中
で
、
ヒ
ト
の
み
が
、
子
孫
を
残
す
と
い

う
目
的
を
達
し
た
後
に
も
、
余
生
（
老
後
）
と
い
う
期
間
が
あ
る
の
は
、
神
か
ら
与
え
ら
れ

た
「
お
ま
け
」
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
我
々
と
し
て
は
、
こ
の
〝
お
ま
け
〟
の
期
間
を
有
効
利
用
し
、
神
の
意
思

に
沿
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
そ
の
た
め
に
は
、
我
々
一
人
ひ
と
り
が
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
心
と
、
そ
れ
を
達
成
す
る

た
め
の
道
具
で
あ
る
身
体
を
使
っ
て
自
然
界
の
法
則
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。 

さ
ら
に
、
年
を
重
ね
た
が
ゆ
え
に
得
ら
れ
る
貴
重
な
経
験
や
知
識
、
物
事
の
本
質
を
見
極

め
る
能
力
や
先
見
性
な
ど
で
精
神
の
充
実
を
図
り
、
こ
れ
ら
を
十
分
に
活
用
で
き
る
社
会
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
れ
ば
、
老
化
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
出
来
、
寿
命
を
全
う

し
た
と
い
う
実
感
が
持
て
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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「お
ま
け
の
期
間
で
老
人
力
発
揮
」 

 
 
 

 
 

  

  

一
方
、「
血
管
性
認
知
症
」
の
場
合
の
本
態
は
、
脳
血
管
障
害
後
遺
症
で
あ
り
、
一
次
予

防
は
可
能
で
す
。
又
、
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
っ
て
も
改
善
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
反
対
に
生

活
態
度
に
問
題
が
あ
っ
た
り
、
服
薬
管
理
が
不
十
分
だ
と
、
脳
梗
塞
の
再
発
作
を
き
た
し

予
後
が
悪
く
な
り
ま
す
。
原
因
疾
患
を
特
定
し
、
医
療
と
福
祉
の
連
携
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
認
知
症
の
対
応
に
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
す
。 

 

本
年
は
、「
通
所
介
護
予
防
」
に
対
し
て
も
力
を
入
れ
、
増
え
続
け
る
認
知
症
の
方
に
安

心
し
て
生
活
し
て
頂
け
る
よ
う
職
員
が
一
丸
と
な
り
努
め
て
参
り
ま
す
。 
 

本
年
も
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

社
会
福
祉
法
人 

明
光
会 

 

理
事
長 

 

東 

明
彦 

 家
族
会
会
長 

三
成 

展
弘 

 

明
光
会
た
よ
り 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

  

社会福祉法人明光会  
  

◆ 役員紹介◆ 
 

事業所別利用登録状況 

美杉 ２５ 名張 １０ 
白山 ５ 伊賀 ２ 
一志 １ 松阪 ２ 
久居 １ 県外 ２ 
津 １ 合計 ４９ 

美杉 ２５ 名張 ７ 
白山 ４ 伊賀 ０ 
一志 １ 松阪 ０ 
久居 ０ 県外 １ 
津 ０ 合計 ３９ 

八知 １１ 丹生俣 １ 
竹原 ６ 下之川 ２ 

上多気 ０ 太郎生 ６ 
下多気 ３ 合計 ２４ 
 

＊旧保険者単位の入所・利用状況 

平
成
十
八
年
八
月
二
十
三
日
付
で
県
の
認
可
を
受

け
、
理
事
定
数
を
九
名
と
致
し
ま
し
た
。
新
役
員
で
地

域
福
祉
の
増
進
を
目
指
し
努
め
て
参
り
ま
す
。 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

理
事
長 

 

東 
 

明
彦 

副
理
事
長 

東 
 

純
代 

理 

事 
 
 

日
置 

善
幸 

同 
 

 

赤
堀 

京
子 

同 
 

 

赤
野 

利
彦 

同 
 

 

黒
田 

弘
之 

同 
   

日
置 

稔
久 

同 
 

 

板
谷
己
姫
生 

同 
 

 

奥
田 

正
則 

監 

事     

道
山 

浩
二 

同 
 

 

山
出 

英
博 

資格  ：介護支援専門員、介護福祉士、 

看護師（准）、介護補助員 

採用職種：正規職員・嘱託職員・パート職員   

（日勤・夜勤希望に応じます） 

採用日 ：研修修了後 4月１日 

社会福祉法人経営の現状と課題 

「
規
制
と
助
成
」
か
ら
「
自
立
と
責
任
」
へ 

「
施
設
管
理
」
か
ら
「
法
人
経
営
」
へ 

【規模の拡大、新たな参入と退出ルール】 
・複数事業を運営し、多角的な経営が行える 

＝「規模の拡大」を目指す 
・新しい福祉・介護基盤の整備に当たっては、 
 新規法人設立を当然の前提とせず、経営能力・ 
 ケアの質の確保の観点から既存法人を活用 
・合併・事業譲渡、協業化の推進 
・質の低い法人・経営者は退出を誘導 
・経営診断や経営指導の強化 

【ガバナンスの確立・経営能力の向上】 
・資金使途規制の緩和等による法人単位の資金管 
 理により、経営の自由度を拡大 
・公益事業の充実・活性化、収益事業の推進 
・理事会・法人本部の機能強化 
・中間管理職層の育成・確保 

【長期資金の調達】 
・施設の老朽建替えや新規投資のための 
 長期的・安定的な資金調達が課題 
・民間金融機関の融資の拡大、直接金融

の可能性等も検討課題 

【人材育成と確保】 
・介護従事者の質の確保 
・介護報酬上の評価 
・キァリアパスの形成 
・マッチングシステムの強化 
・雇用管理の改善 
・労働生産性の向上 

質の高い福祉の「担い手」の育成 

～新たな時代における基本的方向性～ 

（平成 18 年度末日） 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

http://kaigos.pref.mie.jp/kaigosip/ 
JigyosyoBasicPub.do 

 

三重県介護サービス情報公表システムインターネット  

 
昨年 10 月に、介護サービス情報公表調査を受験し、イン

ターネットで詳細が公表されています。 
ぜひ、ご覧頂きご意見を下さい！！ 

職
員
募
集 


